
平成 31 年度嶺北地域アクションプランの

追加、削除、拡充等（予定項目）について

嶺 北 地 域 本 部

平成 31 年２月８日（金）

資料２

第２回嶺北地域アクションプランフォローアップ会議資料

飛躍への挑戦！
高知県産業振興計画





地域アクションプランの動向

地域アクションプランの追加・削除項目について

H30年度　238　→　H31年度　238

地　 域 

H30年度
（第3期ver.3） 

Ｈ31年度
(第3期ver.4) 

ＡＰ数
Ｈ30.9.14時点 

追　加 削　除
統　合
分　割

小　計 ＡＰ数 

安　 芸 31
(2→1)

311 0 ▲ 1 0

物部川 28 280 0 0 0 

高知市 30 300 0 0 0

嶺　 北 24 240 0 0 0

仁淀川 37 370 0 0 0

高　 幡 41 411 ▲ 1 0 0

幡　 多 47 470 0 0 0

　

合　 計 238 2 ▲ 1 ▲ 1 0 238
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本
山
町

大
豊
町

土
佐
町

大
川
村

17 17 17 14

1 れいほくブランドの園芸産地の維持 ● ● ● ●

2 JA出資型法人（（株）れいほく未来）を核とする地域活性化の取組 ● ● ● ●

3 ユズ産地の確立と加工・販売の促進 ● ● ●

4 天空の郷ブランドによる地域活性化の取組 ●

5 （株）大豊ゆとりファームを核として地域資源の活用により地域産業を持続化させる取組 ●

6 土佐あかうしの競争力の確保による肉用牛産業の再興 ● ● ●

7 土佐はちきん地鶏・大川黒牛を活用した畜産業の活性化 ●

8 嶺北地域における林業クラスター化の取組 ● ● ● ●

9 れいほくスケルトン（嶺北材の邸別販売）の促進及び建築人材の育成 ● ● ● ●

10 特用林産物（シキミ、サカキ）の販売促進 ● ● ● ●

11 嶺北地域の特産品販路拡大への支援 ● ● ● ●

12 クラウドファンディングを活用した地域活性化 ● ● ● ●

13 ばうむ合同会社による地域資源（木材・米）活用の取組 ●

14 碁石茶を中心とした加工品ビジネスの展開 ●

15 嶺北材を活かしたオリジナル木工品の製造・販売による地域活性化 ●

16 嶺北地域で140年続く酒蔵の地産外商を核とした地域の活性化 ●

17 嶺北地域の連携による交流人口の拡大 ● ● ● ●

18 嶺北広域観光アウトドアの里づくり ● ● ● ●

19 嶺北地域における山岳観光の拠点整備 ● ● ● ●

20 さめうら湖の活用をはじめとしたスポーツ・ツーリズムの振興 ● ● ● ●

21 嶺北地域の連携による移住促進の取組 ● ● ● ●

22 学生・若者と地域の連携による事業創出支援プラットホーム「ONEれいほく」の構築 ● ● ● ●

23 大豊町西峯地区におけるビジネス創出による地域活性化の取組 ●

24 集落活動センターいしはらの里による地域活性化の取組 ●

嶺北地域アクションプラン項目（第３期計画ver.3（H30年度）と第３期計画Ver.4（H31年度）の対比表）

№ 平成30年度
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【嶺北地域】

本
山
町

大
豊
町

土
佐
町

大
川
村

17 17 17 14

● ● ● ● 1 れいほくブランドの園芸産地の維持

● ● ● ● 2 JA出資型法人（（株）れいほく未来）を核とする地域活性化の取組

● ● ● 3 ユズ産地の確立と加工・販売の促進

● 4 天空の郷ブランドによる地域活性化の取組

● 5 （株）大豊ゆとりファームを核として地域資源の活用により地域産業を持続化させる取組

● ● ● 6 土佐あかうしの競争力の確保による肉用牛産業の再興

● 7 土佐はちきん地鶏・大川黒牛を活用した畜産業の活性化

● ● ● ● 8 嶺北地域における林業クラスター化の取組

● ● ● ● 9 れいほくスケルトン（嶺北材の邸別販売）の促進及び建築人材の育成

● ● ● ● 10 特用林産物（シキミ、サカキ）の販売促進

● ● ● ● 11 嶺北地域の特産品販路拡大への支援

● ● ● ● 12 クラウドファンディングを活用した地域活性化

● 13 ばうむ合同会社による地域資源（木材・米）活用の取組

● 14 碁石茶を中心とした加工品ビジネスの展開

● 15 嶺北材を活かしたオリジナル木工品の製造・販売による地域活性化

● 16 嶺北地域で140年続く酒蔵の地産外商を核とした地域の活性化

● ● ● ● 17 嶺北地域の連携による交流人口の拡大

● ● ● ● 18 嶺北広域観光アウトドアの里づくり

● ● ● ● 19 嶺北地域における山岳観光の拠点整備

拡充 ● ● ● ● 20 さめうら湖の活用をはじめとしたスポーツ・ツーリズムの振興

● ● ● ● 21 嶺北地域の連携による移住促進の取組

● ● ● ● 22 学生・若者と地域の連携による事業創出支援プラットホームの構築

● 23 大豊町西峯地区におけるビジネス創出による地域活性化の取組

● 24 集落活動センターいしはらの里による地域活性化の取組

嶺北地域アクションプラン項目（第３期計画ver.3（H30年度）と第３期計画Ver.4（H31年度）の対比表）

№ 平成31年度
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嶺北地域アクションプランの追加・削除・拡充等（予定項目）

■追加 なし

■削除 なし

■その他（拡充、統合、分割）

NO. アクションプラン名 見直しする内容

１

№20 さめうら湖の活用をはじめとしたス

ポーツツーリズムの振興（嶺北地域全域）

【実施主体】民間事業者（NPO 法人さめう

らプロジェクト）等、土佐町、大川村、本

山町、大豊町

【拡充】主な内容に、カヌーに適した環境を活か

したスポーツツーリズムの振興を追加する。
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【嶺北地域】

20 さめうら湖の活用をはじ
めとしたスポーツツーリズ
ムの振興

《嶺北地域全域》

地域産業クラスター関連
(嶺北畜産クラスターによ
る地域の活性化)

・民間事業者(NPO
法人さめうらプロ
ジェクト)等
・土佐町
・大川村
・本山町
・大豊町

・嶺北内町村の連携によ
る事業の展開

・年間を通して利用者が
訪れる取組の構築

・地域経済へ波及効果が
生まれる仕組みづくり

◆さめうら荘建設検討
委員会等：早明浦湖を
核とした交流人口の拡
大及び環境整備(さめう
ら荘の建設等)

◆嶺北地域におけるサ
イクリングを通じた交流
人口拡大の取組

【嶺北地域】

20 さめうら湖の活用をはじ
めとしたスポーツツーリズ
ムの振興

《嶺北地域全域》

地域産業クラスター関連
(嶺北畜産クラスターによ
る地域の活性化)

・民間事業者(NPO
法人さめうらプロ
ジェクト)等
・土佐町
・大川村
・本山町
・大豊町

・嶺北内町村の連携によ
る事業の展開

・年間を通して利用者が
訪れる取組の構築

・地域経済へ波及効果が
生まれる仕組みづくり

◆さめうら荘建設検討
委員会等：早明浦湖を
核とした交流人口の拡
大及び環境整備(さめう
ら荘の建設等)

◆カヌーに適した環境
を活かしたスポーツ
ツーリズムの振興

◆嶺北地域におけるサ
イクリングを通じた交流
人口拡大の取組

修正項目（案）

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

早明浦ダムでのスポーツ
フィッシング大会の開催や、
湖面を活用したウォータース
ポーツなどのアクティビティ等
のほか、嶺北地域内の資源と
連携し、さめうら湖を核とした
交流人口の拡大を図るため、
H25年度に組織した「さめうら
荘建設検討委員会」の検討を
踏まえ、宿泊施設等、湖面一
帯の整備を行う。
また、早明浦ダムの湖畔を中
心に嶺北地域内でサイクリン
グコースを設定するとともに、
サイクリストの受入環境等を
整備する。

アクションプランの取組開始：H21
・モニターツアーの実施(H22～28)
・スポーツフィッシング大会の開催
(H22～)
・PR活動(H21～)
・研修会等への参加(H21～)
・地域(出身)学生等との連携事業
(H22～)
・NPO法人さめうらプロジェクト設立
(H24)
・さめうら湖の利用に関する検討委
員会(H23～24)
・さめうら荘建設検討委員会(H25～
28)
・役場内ワーキンググループによる
基本設計案等の検討(H28)
・カヌーのまち嶺北(土佐町・本山町)
推進協議会(H29)
◆さめうらプロジェクトを中心に、さ
めうら湖を利用した交流事業等が模
索され、地域(出身)学生との連携や
各種利用メニューなど、一定のかた
ちができてきている。しかし、湖面で
のアクティビティについては実施コ
ストの高さや、気象条件等により安
定した湖面利用が難しいことなどか
ら、本格的な事業化には課題が多
い。
　H26には活動フィールドの拡大に
向け、さめうら湖畔でのロードバイク
の取組を開始した、高知工科大サイ
クリング部等とも連携し、モニター大
会を開催するなど、一定の成果が
上がっている。
◆土佐町ではH23から、さめうら湖
の利用に関する検討委員会が開催
され、水をキーワードにした観光振
興案が示された。H25からは新た
に、さめうら荘建設検討委員会が組
織され、上記観光振興の具体化とさ
めうら荘の改修について検討が進
められた結果、H29にさめうら荘の
建て替え工事が着工。H30年度に
完成する予定である。
◆H29から新たにカヌー指導者を招
致し、さめうら湖を活用したスポーツ
ツーリズムの推進体制を構築すると
ともに、さめうら湖のPRにも貢献し
た。

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

早明浦ダムでのスポーツ
フィッシング大会の開催や、
湖面を活用したウォータース
ポーツなどのアクティビティ等
のほか、嶺北地域内の資源と
連携し、さめうら湖を核とした
交流人口の拡大を図るため、
H25年度に組織した「さめうら
荘建設検討委員会」の検討を
踏まえ、宿泊施設等、湖面一
帯の整備を行う。
また、早明浦ダムの湖畔を中
心に嶺北地域内でサイクリン
グコースを設定するとともに、
サイクリストの受入環境等を
整備する。

アクションプランの取組開始：H21
・モニターツアーの実施(H22～28)
・スポーツフィッシング大会の開催
(H22～)
・PR活動(H21～)
・研修会等への参加(H21～)
・地域(出身)学生等との連携事業
(H22～)
・NPO法人さめうらプロジェクト設立
(H24)
・さめうら湖の利用に関する検討委
員会(H23～24)
・さめうら荘建設検討委員会(H25～
28)
・役場内ワーキンググループによる
基本設計案等の検討(H28)
・カヌーのまち嶺北(土佐町・本山町)
推進協議会(H29)
・さめうら湖周辺整備基本計画策定
（H30）
・ワカサギフィッシング大会の開催
（H30～）
◆さめうらプロジェクトを中心に、さ
めうら湖を利用した交流事業等が模
索され、地域(出身)学生との連携や
各種利用メニューなど、一定のかた
ちができてきている。しかし、湖面で
のアクティビティについては実施コ
ストの高さや、気象条件等により安
定した湖面利用が難しいことなどか
ら、本格的な事業化には課題が多
い。
　H26には活動フィールドの拡大に
向け、さめうら湖畔でのロードバイク
の取組を開始した、高知工科大サイ
クリング部等とも連携し、モニター大
会を開催するなど、一定の成果が
上がっている。
◆土佐町ではH23から、さめうら湖
の利用に関する検討委員会が開催
され、水をキーワードにした観光振
興案が示された。H25からは新た
に、さめうら荘建設検討委員会が組
織され、上記観光振興の具体化とさ
めうら荘の改修について検討が進
められた結果、H29にさめうら荘の
建て替え工事が着工し、H30年９月
末に竣工。その後、12月末にプレ
オープン。H31年４月からグランド
オープンした。
◆H29から新たにカヌー指導者を招
致し、さめうら湖を活用したスポーツ
ツーリズムの推進体制を構築すると
ともに、さめうら湖のPRにも貢献し
た。
◆H29から新たに招聘したカヌー指
導者や地域おこし協力隊を中心に
さめうら湖へのカヌー合宿誘致活動
を実施し、H30年度から受入れを開
始した。
◆H30には浮桟橋、レーン、伴走艇
を導入し、湖面を活用した交流人口
の拡大に向けた環境が着実に整い
つつある。

修正前

　　　修正後
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Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

さめうら荘利用者（宿
泊・レストラン）数
（H22：2万人）
（H26：2万人）

2.5万人

Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

さめうら荘利用者（宿
泊・レストラン）数
（H22：2万人）
（H26：2万人）

2.5万人

交流人口
（H29：3,000人）

3,800人

第３期計画 指標及び目標

第３期計画 指標及び目標

Ｈ３２以降

Ｈ３２以降

自転車関係者等のネットワーク強化、体制の確立

嶺北地域のサイクリングコース・プランづくり

嶺北地域におけるサイクリングを通じた交流人口拡大の取組

検討委員会等による事業内容の検討・選定

試行事業の実施

環境整備

さめうら湖を核とした、土佐町観光・交流資源等の一体的活用

事業展開

さめうら荘建設検討委員会等：さめうら湖を核とした交流人口の拡大及び環境整備（さめうら荘の建設等）

検討委員会等の検討を踏まえ、さめうら荘の改修等

カヌー指導者
の招致

さめうら湖を活用した合宿等の誘致

環境整備

事業展開試行的実施

自転車関係者等のネットワーク強化、体制の確立

嶺北地域のサイクリングコース・プランづくり

嶺北地域におけるサイクリングを通じた交流人口拡大の取組

検討委員会等による事業内容の検討・選定

試行事業の実施

環境整備

さめうら湖を核とした、土佐町観光・交流資源等の一体的活用

事業展開

さめうら荘建設検討委員会等：さめうら湖を核とした交流人口の拡大及び環境整備（さめうら荘の建設等）

検討委員会等の検討を踏まえ、さめうら荘の改修等

カヌー指導者
の招致 さめうら湖を活用した合宿等の誘致

環境整備

事業展開試行的実施

カヌーに適した環境を活かしたスポーツツーリズムの振興

基本計画、基本設計、
実施設計等の策定

艇庫の整備
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【嶺北地域】

13 嶺北産材やブランド米などの
地域資源を活用し、新たな産
業を生み出す活動を通じて、
地域の活性化を目指す。

・ばうむ合同会社
・本山町

＜木材製品の製造・販売
＞
・生産体制が脆弱

・売上のさらなる増加

＜米焼酎の製造・販売＞
・売上の増加

・認知度の向上

◆販路拡大・PR活動

◆新商品の開発

【嶺北地域】

13 ばうむ合同会社による地
域資源(木材・米)活用の
取組

《本山町》

地域産業クラスター関連
(嶺北地域の林業クラス
ターによる地域の活性化)

嶺北産材やブランド米などの
地域資源を活用し、新たな産
業を生み出す活動を通じて、
地域の活性化を目指す。

・ばうむ合同会社
・本山町

＜木材製品の製造・販売
＞
・売上のさらなる増加

＜米焼酎の製造・販売＞
・売上の増加

・認知度の向上

◆販路拡大・PR活動

◆商品開発

修正項目（案）

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

ばうむ合同会社による地
域資源(木材・米)活用の
取組

《本山町》

地域産業クラスター関連
(嶺北地域の林業クラス
ターによる地域の活性化)

アクションプランの取組開始：Ｈ21
＜木材製品の製造・販売＞
・杉柾目フリーパネルや学習机等の
製造販売(H21～)
・レーザー加工機の導入による「もく
レース」等オリジナル木製雑貨の開
発と製造販売(H22～)
・木工教室や親子学習机づくり体験
ツアー等の実施(H22～)
・インターネットや県外への営業によ
る販路拡大・PR活動(H21～)
・クラウドファンディングによる資金
調達・企業PR(H26～27)
・産業振興推進総合支援事業費補
助金を活用したレーザー加工機の
増設・工場の拡張(H28)
・生産管理等を担う管理職の配置
(H28)
◆レーザー加工したオリジナル木製
雑貨が評価を得て、ノベルティ・グッ
ズ等を受注し、売上増につながっ
た。
◆レーザー加工機の増設・工場の
拡張により、増産体制が整った。
◆親子学習机づくり体験ツアーが好
評でツアーを増設するなど、嶺北産
材のPR、交流人口の拡大に資する
ことができた。

◆生産性の向上

◆販路拡大・PR活動

◆商品開発

＜米焼酎の製造・販売＞
・産業振興推進総合支援事業費補
助金を活用した地元ブランド米加工
品「米焼酎」の製造施設の整備
(H24)　
・米焼酎(玄米仕込)の製造販売
(H26.2月)
・卸・小売業者、飲食店への営業及
び出展販売(H26～)
・米焼酎(白米仕込)の製造販売
(H28.1月)
・沖縄以外で初となる泡盛の製造販
売(H28.6月)
・クラウドファンディングを活用した
「ワンカップ泡盛」の製造販売(H28
～29)
・焼酎・泡盛の新商品開発に着手
(H29)
◆泡盛の新発売を機に販売額が増
加した。

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

アクションプランの取組開始：Ｈ21
＜木材製品の製造・販売＞
・杉柾目フリーパネルや学習机等の
製造販売(H21～)
・レーザー加工機の導入による「もく
レース」等オリジナル木製雑貨の開
発と製造販売(H22～)
・木工教室や親子学習机づくり体験
ツアー等の実施(H22～)
・県外への営業による販路拡大・PR
活動(H21～)
・クラウドファンディングによる資金
調達・企業PR(H26～27)
・産業振興推進総合支援事業費補
助金を活用したレーザー加工機の
増設・工場の拡張(H28)
・生産管理等を担う管理職の配置
(H28)

◆レーザー加工したオリジナル木製
雑貨が評価を得て、ノベルティ・グッ
ズや県外百貨店での受注が増加し
た。
◆レーザー加工機の増設・工場の
拡張により、増産体制が整った。
◆親子学習机づくり体験などにより
北産材のPR、交流人口の拡大に資
することができた。

◆生産性の向上

◆販路拡大・PR活動

◆商品開発

＜米焼酎の製造・販売＞
・産業振興推進総合支援事業費補
助金を活用した地元ブランド米加工
品「米焼酎」の製造施設の整備
(H24)　
・米焼酎(玄米仕込)の製造販売
(H26.2月)
・卸・小売業者、飲食店への営業及
び出展販売(H26～)
・米焼酎(白米仕込)の製造販売
(H28.1月～)
・沖縄以外で初となる泡盛の製造販
売(H28.6月～)
・クラウドファンディングを活用した
「ワンカップ泡盛」の製造販売(H28
～29)
・泡盛新商品（玄米＆白米仕込）の
限定販売(H30.6月～)

◆輸出を行う卸業者との取引が成
立し、H30.7月、シンガポールに初出
荷。海外展開の第一歩を踏み出し
た。

修正前

修正後
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Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値(H31)

木工製品全般の
売上高
(H19：　－　)
(H23：25,000千円)
(H26：33,000千円)

89,000千円

焼酎の販売額
(H26：4,655千円)

19,590千円

Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値(H31)

木工製品全般の
売上高
(H19：　－　)
(H23：25,000千円)
(H26：33,000千円)

89,000千円

焼酎の販売額
(H26：4,655千円)

19,590千円

第３期計画 指標及び目標

第３期計画 指標及び目標

Ｈ３２以降

Ｈ３２以降

販路拡大・ＰＲ活動

新商品の開発

販路拡大・PR活動

県内外の販売業、飲食店、消費者に向けた多様な手法による販売促進・ＰＲ活動

生産性の向上

品質確保・生産拡大・安定供給に向けた取組

商品開発

施設設備整備

商品開発

新商品・新ブランドの開発

県内外の企業・消費者に向けた多様な手法による販売促進・PR活動

海外への販路拡大

販路拡大・ＰＲ活動

新商品の開発

販路拡大・PR活動

県内外の販売業、飲食店、消費者に向けた多様な手法による販売促進・ＰＲ活動

生産性の向上

品質確保・生産拡大・安定供給に向けた取組

新商品の開発

施設設備整備

商品開発

新商品・新ブランドの開発

県内外の企業・消費者に向けた多様な手法による販売促進・PR活動

9



【嶺北地域】

17 嶺北地域の連携による交
流人口の拡大

《嶺北地域全域》　

地域産業クラスター関連
(嶺北畜産クラスターによ
る地域の活性化)

観光を軸として、吉野川の水
源地域における豊富な地域
資源や特色のある取組など
を横断的につなぐ場と仕組み
をつくることにより、「れいほ
く」の魅力をグレードアップさ
せるとともに、一元的な情報
発信や教育旅行の誘致を通
じて、交流人口の拡大を目指
す。　

・嶺北地域観光・交
流推進協議会
・本山町
・大豊町
・土佐町
・大川村

・広域観光を担うコーディ
ネート組織(人)の機能強
化

・継続した営業体制の構
築に向けた人材の確保・
育成

・教育旅行の誘致促進に
向けた受入先の確保

◆観光・交流人口の誘
致事業

◆広域観光推進体制
の強化

◆教育旅行の受皿とな
る民泊の推進

◆嶺北地域における地
域博覧会の開催

【嶺北地域】

17 嶺北地域の連携による交
流人口の拡大

《嶺北地域全域》　

地域産業クラスター関連
(嶺北畜産クラスターによ
る地域の活性化)

観光を軸として、吉野川の水
源地域における豊富な地域
資源や特色のある取組など
を横断的につなぐ場と仕組み
をつくることにより、「れいほ
く」の魅力をグレードアップさ
せるとともに、一元的な情報
発信や教育旅行の誘致を通
じて、交流人口の拡大を目指
す。　

・土佐れいほく博推
進協議会
・嶺北地域観光・交
流推進協議会
・本山町
・大豊町
・土佐町
・大川村

・広域観光を担うコーディ
ネート組織(人)の機能強
化

・継続した営業体制の構
築に向けた人材の確保・
育成

・教育旅行の誘致促進に
向けた受入先の確保

◆観光・交流人口の誘
致事業

◆広域観光推進体制
の強化

◆教育旅行の受皿とな
る民泊の推進

◆嶺北地域における地
域博覧会の開催

修正項目（案）

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

アクションプランの取組開始：H22
・H22.10月に嶺北地域観光・交流推
進協議会を設立
・観光・交流パンフレット「逢える」の
製作・PR活動への活用、ガイド研
修、モニターツアーの実施など、嶺
北4町村が連携した活動を実施
(H22～)
・大学等との連携した旅行商品の磨
き上げなど、地域外の誘客推進と人
材の有効活用の取組の実施
(H22～)
・教育旅行の受け皿となる民泊の研
修会の実施
(H25～)
・広域観光組織の機能強化に向け
た視察研修の実施(H28)
・観光・交流パンフレットの見直し及
び改定(H28)
・地域博覧会の開催に向けた検討
の実施(H29)
◆嶺北地域観光・交流推進協議会
において、4町村が連携して、モニ
ターツアーや商品開発に取り組み、
「れいほく」全体の広域的な交流人
口の拡大につなげることができた。

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

アクションプランの取組開始：H22
・H22.10月に嶺北地域観光・交流推
進協議会を設立
・観光・交流パンフレット「逢える」の
製作・PR活動への活用、ガイド研
修、モニターツアーの実施など、嶺
北4町村が連携した活動を実施
(H22～)
・大学等との連携した旅行商品の磨
き上げなど、地域外の誘客推進と人
材の有効活用の取組の実施
(H22～)
・教育旅行の受け皿となる民泊の研
修会の実施
(H25～)
・広域観光組織の機能強化に向け
た視察研修の実施(H28)
・観光・交流パンフレットの見直し及
び改定(H28)
・地域博覧会の開催に向けた検討
の実施(H29)
◆嶺北地域観光・交流推進協議会
において、4町村が連携して、モニ
ターツアーや商品開発に取り組み、
「れいほく」全体の広域的な交流人
口の拡大につなげることができた。
◆土佐れいほく博推進協議会を設
立（H29）
・土佐れいほく博の開催準備（H30）

修正後

修正前
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Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

公共関連宿泊施設で
の宿泊者数
(H19：8,975人)
(H22：9,687人)
(H26：11,461人)

29,000人

民泊受入世帯数
(H26：49世帯)

120世帯

Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

公共関連宿泊施設で
の宿泊者数
(H19：8,975人)
(H22：9,687人)
(H26：11,461人)

29,000人

民泊受入世帯数
(H26：49世帯)

120世帯

主要観光施設等入込
数（H27～H29平均）

主要宿泊施設宿泊者
数（H27～H29平均）

左記指標の20％
増
（うち大原富枝文
学館：4,500人）

左記指標の10％
増

第３期計画 指標及び目標

第３期計画 指標及び目標

Ｈ３２以降

Ｈ３２以降

観光・交流人口の誘致事業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ターゲット地域の旅行会社に対する販売促進活動
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・地域産品の販売イベント等との共催による量販店や街頭での観光ＰＲ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・旅行会社とタイアップした旅行商品の開発や販売促進活動や県外企業に対する企業研修
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　及びＣＳＲ活動、福利厚生事業用プラン（体験プログラム）のセールス

観光産業化方針、中長期計画の策定

広域観光推進体制の強化

町村、関係団体、県等との協議及び、人材育成も含めた機能強化

地域情報の充実と効果的な情報発信

地域の活動者や行政との連携による研修会の実施

プラットフォームづくりに向けた検討

旅行会社等への教育旅行のセールス

教育旅行の受皿となる民泊の推進

事務局体制の構築

嶺北地域における地域博覧会の開催

博覧会推進協議
会の立ち上げ

博覧会推進協議会の運営

　事業計画
　 の策定

博覧会
の準備

博覧会の開催

開催に向けた
検討

観光・交流人口の誘致事業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ターゲット地域の旅行会社に対する販売促進活動
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・地域産品の販売イベント等との共催による量販店や街頭での観光ＰＲ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・旅行会社とタイアップした旅行商品の開発や販売促進活動や県外企業に対する企業研修
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　及びＣＳＲ活動、福利厚生事業用プラン（体験プログラム）のセールス

観光産業化方針、中長期計画の策定

広域観光推進体制の強化

町村、関係団体、県等との協議及び、人材育成も含めた機能強化

地域情報の充実と効果的な情報発信

地域の活動者や行政との連携による研修会の実施

プラットフォームづくりに向けた検討

旅行会社等への教育旅行のセールス

教育旅行の受皿となる民泊の推進

事務局体制の構築

嶺北地域における地域博覧会の開催

博覧会推進協議
会の立ち上げ 博覧会推進協議会の運営

　事業計画
　 の策定

博覧会
の準備 博覧会の開催

開催に向けた
検討

※土佐れいほく博関連の指標及
び目標値については、現在調整
中。
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【嶺北地域】

19 嶺北地域における山岳
観光の拠点整備

《嶺北地域全域》

・大川村
・(一社)大川村ふる
さとむら公社
・本山町
・大豊町
・土佐町

・運営主体の体制の強
化に必要な人材の確保

◆地域資源を活用し
た体験プログラムの開
発と磨き上げ

◆白滝の里再整備

【嶺北地域】

19 嶺北地域における山岳
観光の拠点整備

《嶺北地域全域》

・大川村
・(一社)大川村ふる
さとむら公社
・本山町
・大豊町
・土佐町

・運営主体の体制の強
化に必要な人材の確保

◆地域資源を活用し
た体験プログラムの開
発と磨き上げ

◆白滝の里再整備

修正項目（案）

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

四国山脈、吉野川、さめうら
湖といった自然の資源を活
かし、嶺北地域を中心とし
て、近隣エリアの資源をつな
ぎ、自然や人とのふれあい・
交流を深める新たな観光コ
ンテンツをつくり、交流人口
の拡大を目指す。

アクションプランの取組開始：H28
・モニターツアーを通じた体験プロ
グラムの磨き上げ(H28～)
・白滝の里観光交流基本構想策定
員会及び白滝の里観光交流基本
構想ワークショップの開催(H28)
・石鎚山系連携事業協議会との連
携(H29～)
・大川村プロジェクト観光・交流部
会の開催(H26～)

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

四国山脈、吉野川、さめうら
湖といった自然の資源を活
かし、嶺北地域を中心とし
て、近隣エリアの資源をつな
ぎ、自然や人とのふれあい・
交流を深める新たな観光コ
ンテンツをつくり、交流人口
の拡大を目指す。

アクションプランの取組開始：H28
・モニターツアーを通じた体験プロ
グラムの磨き上げ(H28～)
・白滝の里観光交流基本構想策定
員会及び白滝の里観光交流基本
構想ワークショップの開催(H28)
・石鎚山系連携事業協議会との連
携(H29～)
・大川村プロジェクト観光・交流部
会の開催(H26～)
・地域おこし協力隊（ウェブデザイ
ン担当、観光担当）の採用（H30）
・白滝の里施設改修基本計画の策
定（H30）

修正後

修正前
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Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

白滝の里施設利用
者数
(H26：6,175人)

15,000人

Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

白滝の里施設利用
者数
(H26：6,175人)

15,000人

第３期計画 指標及び目標

第３期計画 指標及び目標

Ｈ３２以降

Ｈ３２以降

地域資源を活用した体験プログラムの開発と磨き上げ

体験プログラム（ロゲイニング、ロングトレイル、環境学
習等）の開発・試行

地域情報も含めた情報発信、企業等への営業活動

運営主体の体制強化

体験プログラムの磨き上げ、受入体制の整備

基本構想の策定 施設改修等

インストラクターの養成

基本計画、基本設計、実施設計等の策定
基本計画の策定に

向けた検討

白滝の里再整備

地域資源を活用した体験プログラムの開発と磨き上げ

体験プログラムの開発・試行・磨き上げ・受入体制の整備

地域情報も含めた情報発信、企業等への営業活動

運営主体の体制強化

基本構想の策定

施設改修等

インストラクターの養成

基本計画、基本設計、実施設計等の策定基本計画の策定に
向けた検討

白滝の里再整備
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【嶺北地域】

22 学生・若者と地域の連携
による事業創出支援プ
ラットホーム「ONEれいほ
く」の構築

《嶺北地域全域》

県内大学のOBや学生たち
が中心となって、若者と地域
をつなぐ組織を構築し、地域
活性化の具体的な企画・提
案を行うとともに、地域から
の協力要請(イベント、移住
促進、学習支援等)にも応じ
る仕組みをつくることで地域
への若者の流入・定着を目
指す。

・NPO法人ONEれ
いほく
・高知大学
・嶺北高校
・本山町
・大豊町
・土佐町
・大川村

・ONEれいほくの強みを
生かした地域活性化プ
ロジェクトの実施

・活動財源の確保

◆プロジェクトの企画・
実施

◆活動財源の検討・資
金調達

【嶺北地域】

22 学生・若者と地域の連携
による事業創出支援プ
ラットホームの構築

《嶺北地域全域》

県内大学のOBや学生たち
が中心となって、若者と地域
をつなぐ組織を構築し、地域
活性化の具体的な企画・提
案を行うとともに、地域から
の協力要請(イベント、移住
促進、学習支援等)にも応じ
る仕組みをつくることで地域
への若者の流入・定着を目
指す。

・NPO法人ひとまき
・高知大学
・嶺北高校
・本山町
・大豊町
・土佐町
・大川村

・NPO法人の強みを生
かした地域活性化プロ
ジェクトの実施

・活動財源の確保

◆プロジェクトの企画・
実施

◆活動財源の検討・資
金調達

修正項目（案）

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

アクションプランの取組開始：H28
・NPO法人登記(H28.6月)
・若者が集う拠点の運営・イベント
の開催(H28～)
・地域活性化に資する市町村事業
等の受託(H28～)
・FAAVO高知サブオーナー会議事
務局として地域活性化プロジェクト
の企画等を支援(H28～)
・ONEれいほくの活動や田舎暮ら
しを体験するインターンシップ事業
を開始(H29)

◆ONEれいほくの活動に関わった
若者が多数移住するなど、嶺北地
域への若年層の流入に大きく寄与
した。

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

アクションプランの取組開始：H28
・NPO法人登記(H28.6月)
・若者が集う拠点の運営・ワーク
ショップ等の開催(H28～)
・地域活性化に資する市町村事業
等の受託(H28～29)
・FAAVO高知サブオーナー会議事
務局として地域活性化プロジェクト
の企画等を支援(H28～29)
・NPO法人の活動や田舎暮らしを
体験するインターンシップ事業の
実施(H29～)

◆NPO法人の活動に関わった若
者が多数移住するなど、嶺北地域
への若年層の流入に大きく寄与し
た。

修正前

修正後
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Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値(H31)

プロジェクト数
(H27：0件)

7件

Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値(H31)

プロジェクト数
(H27：0件)

7件

第３期計画 指標及び目標

第３期計画 指標及び目標

Ｈ３２以降

Ｈ３２以降

プロジェクトの企画・実施

実施体制の確立

行政や地域企業等への企画・提案及びニーズとのマッチング

拠点事業、情報発信事業、教育・交流事業、イベント・移住促進等

活動財源の検討・資金調達

収益事業や資金調達方法の検討・実施

プロジェクトの企画・実施

実施体制の確立

行政や地域企業等への企画・提案及びニーズとのマッチング

インターンシップ事業、ワークショップ等の実施

活動財源の検討・資金調達

収益事業や資金調達方法の検討・実施
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【嶺北地域】

24 集落活動センターいしは
らの里による地域活性化
の取組

《土佐町》　

・いしはらの里協議
会
・合同会社いしはら
の里
・土佐町
・民間事業者
（（株）FPI）等　

【嶺北地域】

24 集落活動センターいしは
らの里による地域活性化
の取組

《土佐町》　

・いしはらの里協議
会
・合同会社いしはら
の里
・土佐町
・民間事業者
（（株）FPI）等　

修正項目（案）

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

石原コミュニティセンターを
活用し、石原地区の山林を
フィールドとした林業研修
「森の教習所」をはじめ、交
流人口の拡大や地元木材を
活用した住宅プロジェクトを
実施することにより、集落活
動センターの収益向上を図
る。

アクションプランの取組開始：H28

・研修内容の検討(H28)
・受入体制の整備(H28)
・林業研修の実施(H29)

・研修生の確保

・研修内容の拡充

・コーディネーター人材
の確保

◆交流人口の拡大

◆宿泊施設整備・運営

◆住宅プロジェクトの
実施

◆嶺北の山林をフィー
ルドとした「森の教習
所」による担い手育成
の取組

項目 事業の概要 事業主体 これまでの取組と成果 課題 主な内容

石原コミュニティセンターを
活用し、石原地区の山林を
フィールドとした林業研修
「森の教習所」をはじめ、交
流人口の拡大や地元木材を
活用した住宅プロジェクトを
実施することにより、集落活
動センターの収益向上を図
る。

アクションプランの取組開始：H28

・研修内容の検討(H28)
・受入体制の整備(H28)
・林業研修の実施(H29)
・宿泊施設の整備（H30）

・宿泊事業の人材確保

・宿泊客の確保

・研修生の確保

・研修内容の拡充

・コーディネーター人材
の確保

◆交流人口の拡大

◆宿泊施設整備・運営

◆住宅プロジェクトの
実施

◆嶺北の山林をフィー
ルドとした「森の教習
所」による担い手育成
の取組

修正前

修正後
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Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 指標 目標値（H31）

第３期計画 指標及び目標

第３期計画 指標及び目標

Ｈ３２以降

宿泊者数(延べ)
(H28：0人)

林業研修者
(H27：0人)

500人

60人(H28～31累
計)

Ｈ３２以降

宿泊者数(延べ)
(H28：0人)

林業研修者
(H27：0人)

500人

60人(H28～31累
計)

交流人口の拡大

試行的受入 受入体制整備・本格的な受入

宿泊施設整備・運営

改修の検討 施設の運営改修

住宅プロジェクトの実施

モデルハウス建築・PR・貸し出し プロジェクトの実施

研修内容の拡充

内容の検討

各種許認可、届出等手続き

受入体制の整備

嶺北の山林をフィールドとした「森の教習所」による担い手育成の取組

試行的実施

宿泊施設整備・運営

交流人口の拡大

試行的受入 受入体制整備・本格的な受入

住宅プロジェクトの実施

プロジェクトの実施

体験メニューの造成・情報発信

モデルハウス建築・PR・貸し出し

研修内容の拡充

内容の検討

各種許認可、届出等手続き

受入体制の整備

嶺北の山林をフィールドとした「森の教習所」による担い手育成の取組

試行的実施

改修の検討 施設の運営設計・改修

宿泊事業等の情報発信

運営体制の検討
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